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第
一
五
回
国
際
労
働
機
関（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
会
議
は
、
同
地
域
内
の
Ｉ
Ｌ

Ｏ
加
盟
国
中
三
八
カ
国
か
ら
四
〇
〇
人
以
上

の
政
労
使
代
表
が
参
加
し
、
昨
年
一
二
月
四

～
七
日
に
京
都
で
開
催
さ
れ
た
。
会
議
で
は
、

雇
用
と
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
（
働
き
が

い
の
あ
る
人
間
ら
し
い
仕
事
）
へ
の
支
援
を
、

力
強
く
持
続
可
能
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
成

長
と
開
発
の
た
め
の
政
策
の
中
心
に
置
く
べ

き
こ
と
に
合
意
す
る
結
論
を
採
択
し
た
。

　

ま
た
、
経
済
の
不
確
実
性
の
拡
大
に
こ
の

地
域
が
備
え
る
た
め
の
方
法
に
つ
い
て
幅
広

い
話
し
合
い
が
も
た
れ
た
。
と
く
に
、
政
府

及
び
労
使
団
体
の
関
与
、
実
効
的
な
社
会
対

話
、
団
体
交
渉
の
促
進
を
伴
い
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ジ
ョ
ブ
ズ
・
パ
ク
ト
（
仕
事

に
関
す
る
世
界
協
定
）
を
基
礎
と
し
た
、
公

平
で
雇
用
を
豊
か
に
生
み
、
成
長
を
促
進
す

る
政
策
集
合
が
提
案
さ
れ
た
。

　

会
議
三
日
目
の
第
三
分
科
会
で
は
「
労
働

に
お
け
る
権
利
と
社
会
対
話
」
を
テ
ー
マ
に

議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
以
下
で
そ
の
概
要
を

紹
介
す
る
。

域
内
の
社
会
対
話
が
ひ
ら
く
可
能
性

　

ア
ジ
ア
太
平
洋
域
内
全
域
で
見
ら
れ
る
集

団
的
及
び
個
別
の
労
働
紛
争
件
数
の
増
大
は

紛
争
解
決
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
機
能
を
圧
迫
し
て

い
る
。
紛
争
の
解
決
策
は
、
よ
り
公
平
な
成

長
を
も
た
ら
す
仕
組
み
で
下
支
え
さ
れ
る
必

要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の
将
来

的
な
開
発
の
基
礎
を
、
中
核
的
条
約
な
ど
を

含
む
国
際
労
働
基
準
の
遵
守
、
労
働
に
係
わ

る
基
本
的
な
原
則
と
権
利
の
尊
重
、
対
話
や

発
言
権
・
団
結
権
を
支
え
る
効
果
的
な
仕
組

み
に
置
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
第
三
分
科

会
の
パ
ネ
ル
討
議
で
は
、
政
府
が
い
か
に
し

て
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
雇
用
を
減
ら
し
、
雇
用

関
係
を
規
制
し
、
な
か
な
か
消
え
な
い
差
別

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
っ
た
問

題
に
焦
点
を
当
て
て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
。

　

効
果
的
な
労
働
市
場
の
諸
機
構
と
社
会
対

話
を
用
い
て
生
産
性
と
賃
金
を
つ
な
ぐ
方
法
、

賃
金
の
決
定
・
保
護
に
労
働
者
が
十
分
な
影

響
力
を
持
つ
こ
と
を
確
保
す
る
方
法
な
ど
も

取
り
上
げ
ら
れ
、
出
席
者
は
活
発
な
意
見
交

換
を
行
っ
た
。
そ
の
な
か
で
は
、
域
内
の
政

労
使
三
者
に
よ
る
協
力
作
業
を
通
じ
て
今
後

四
年
間
で
達
成
で
き
る
目
に
見
え
る
成
果
を

明
ら
か
に
し
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
主
導
し
、

実
施
す
る
加
盟
国
政
労
使
の
公
約
を
求
め
て
、

話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
。

モ
デ
レ
ー
タ
ー
か
ら
の
問
題
提
起

　

パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
政
府
代
表
と
し
て
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
上
院
議
員
で
連
邦
教
育
職
場

関
係
大
臣
の
ジ
ャ
シ
ン
タ
・
コ
リ
ン
ズ
氏
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
労
働
雇
用
省
長
官
の
ビ
ロ
ザ
リ

ン
ダ
・
デ
ィ
マ
ピ
リ
ス

－

バ
ル
ド
ズ
氏
、
使

用
者
代
表
と
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
商
工

会
議
所
会
頭
の
ピ
ー
タ
ー
・
ア
ン
デ
ル
セ
ン

氏
、
労
働
者
代
表
と
し
て
パ
キ
ス
タ
ン
労
働

組
合
連
盟
書
記
長
代
行
の
ザ
フ
ー
・
ア
ワ
ン

氏
、
リ
ソ
ー
ス
・
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
中
国
労

使
関
係
協
会
副
会
長
の
シ
ェ
ン
・
キ
ン
キ
ン

教
授
が
参
加
。
モ
デ
レ
ー
タ
ー
は
ガ
イ
・
ラ

イ
ダ
ー
Ｉ
Ｌ
Ｏ
国
際
労
働
基
準
・
労
働
に
お

け
る
基
本
的
原
則
と
権
利
総
局
長
が
務
め
た
。

　

モ
デ
レ
ー
タ
ー
の
ガ
イ
・
ラ
イ
ダ
ー
氏
は
、

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
が
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済

の
牽
引
車
で
あ
る
こ
と
を
想
起
さ
せ
た
。
こ

の
地
域
は
世
界
の
他
の
ど
の
地
域
よ
り
も
多

く
の
成
功
を
成
し
遂
げ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済

危
機
を
克
服
し
、
多
く
の
ひ
と
が
「
ア
ジ
ア

の
世
紀
」
に
期
待
し
て
い
た
。
過
去
四
〇
年

間
の
こ
の
印
象
的
な
成
功
モ
デ
ル
が
経
済
成

長
を
ど
の
よ
う
に
内
部
化
さ
せ
た
の
か
、
さ

ら
に
こ
の
モ
デ
ル
が
こ
れ
か
ら
の
四
〇
年
を

保
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
あ
る
い
は

調
節
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
か
と
問
題
提
起
し

た
。

　

ま
た
彼
は
、「
労
働
に
お
け
る
基
本
的
原
則

及
び
権
利
に
関
す
る
Ｉ
Ｌ
Ｏ
宣
言
」（
一
九
九

八
年
）
で
、「
誠
意
を
も
っ
て
尊
重
、
促
進
、

実
現
す
る
義
務
を
負
う
」
と
確
認
さ
れ
た
、

①
結
社
の
自
由
及
び
団
体
交
渉
権
八
七
号

（
結
社
の
自
由
及
び
団
結
権
の
保
護
に
関
す

る
条
約
）
お
よ
び
九
八
号
（
団
結
権
及
び
団

体
交
渉
権
に
つ
い
て
の
原
則
の
適
用
に
関
す

る
条
約
）、②
強
制
労
働
の
禁
止
二
九
号
（
強

制
労
働
に
関
す
る
条
約
）
お
よ
び
一
〇
五
号

（
強
制
労
働
の
廃
止
に
関
す
る
条
約
）、
③

児
童
労
働
の
実
効
的
な
廃
止
一
三
八
号
（
就

業
の
最
低
年
齢
に
関
す
る
条
約
）
お
よ
び
一

八
二
号
（
最
悪
の
形
態
の
児
童
労
働
の
禁
止

及
び
廃
絶
の
た
め
の
即
時
行
動
に
関
す
る
条

労働における権利と社会対話

第３分科会のパネル討論の模様
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約
）、
④
雇
用
及
び
職
業
に
お
け
る
差
別
の

排
除
一
〇
〇
号
（
同
一
価
値
の
労
働
に
つ
い

て
の
男
女
労
働
者
に
対
す
る
同
一
報
酬
に
関

す
る
条
約
）
お
よ
び
一
一
一
号
（
雇
用
及
び

職
業
に
つ
い
て
の
差
別
待
遇
に
関
す
る
条

約
）
―
―
の
八
本
の
中
核
的
労
働
条
約
に
つ

い
て
、
批
准
の
目
標
年
次
が
二
〇
一
五
年
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の

三
分
の
二
が
未
批
准
で
あ
る
と
注
意
喚
起
し

た
。

　

さ
ら
に
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
加
盟
国
は
平
均
四
二

の
条
約
を
批
准
し
て
い
る
も
の
の
、ア
ジ
ア
・

太
平
洋
地
域
で
の
平
均
は
そ
の
半
分(
二
一

条
約)

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し

た
。

　

こ
の
地
域
で
は
労
働
生
産
性
の
向
上
に
も

か
か
わ
ら
ず
成
長
と
賃
金
が
追
い
付
い
て
お

ら
ず
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
を
リ
バ
ラ
ン
ス
さ

せ
る
た
め
に
、
包
括
的
な
成
長
と
共
有
で
き

る
利
点
を
よ
り
促
進
し
、
社
会
の
中
で
最
も

脆
弱
な
層
を
保
護
す
る
必
要
性
を
強
調
し
た
。

社
会
対
話
と
そ
の
受
け
皿
と
な
る
労
働
市
場

分
野
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
要
求
は
増
大
し

て
お
り
、
明
ら
か
に
社
会
の
安
定
と
成
長
の

持
続
可
能
性
に
つ
い
て
、
議
論
の
余
地
が
あ

る
と
し
た
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
三
者
協
議
機
関
を
強
化

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
の
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
強

固
な
社
会
対
話
の
プ
ロ
セ
ス
を
選
択
し
た
こ

と
を
指
摘
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
大
統

領
と
内
閣
官
房
を
ト
ッ
プ
と
す
る
諮
問
機
関

で
あ
る
三
者
構
成
の
産
業
平
和
評
議
会
（
Ｔ

Ｉ
Ｐ
Ｃ
）
を
強
化
し
て
き
た
。
Ｔ
Ｉ
Ｐ
Ｃ
の

機
能
は
、
地
域
統
合
か
ら
の
圧
力
の
下
で
、

自
然
な
流
れ
と
し
て
雇
用
・
労
働
市
場
の
柔

軟
性
の
問
題
に
向
か
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
、

全
体
的
に
は
産
業
発
展
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

と
労
働
に
お
け
る
基
本
的
人
権
の
尊
重
を
取

り
巻
く
問
題
を
広
範
に
扱
う
。
開
発
計
画
、

貿
易
、
法
執
行
機
関
や
人
材
育
成
の
す
べ
て

の
責
任
の
あ
る
担
当
者
は
積
極
的
に
国
や
地

域
に
お
け
る
Ｔ
Ｉ
Ｐ
Ｃ
に
従
事
し
て
い
る
。

地
域
の
三
者
協
議
機
関
は
、
国
内
各
地
に
設

置
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
地
域
の
労
働

市
場
に
お
け
る
雇
用
創
出
の
カ
ギ
を
握
る
政

労
使
に
労
働
問
題
に
関
す
る
意
思
決
定
が
委

譲
さ
れ
て
い
る
。

　

銀
行
業
界
で
は
最
近
、
三
者
が
ア
ウ
ト
ソ

ー
シ
ン
グ
や
業
務
委
託
に
関
し
て
紛
争
が
発

生
し
た
場
合
、
業
界
の
仲
裁
人
に
紛
争
解
決

を
付
託
す
る
実
践
的
コ
ー
ド
に
つ
い
て
自
発

的
な
合
意
に
達
し
た
。
業
界
関
係
者
は
労
働

者
の
団
結
権
と
い
っ
た
課
題
に
つ
い
て
、
六

カ
月
間
に
わ
た
っ
て
審
議
し
、
コ
ー
ド
を
開

発
し
た
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
レ
ベ
ル
の
Ｔ
Ｉ
Ｐ
Ｃ

も
中
期
開
発
計
画
に
お
け
る
マ
ク
ロ
経
済
政

策
の
設
計
に
参
加
し
、
社
会
安
定
の
基
礎
を

広
げ
て
き
て
い
る
。

　
豪
企
業
は
労
働
者
と
の
対
話
を
重
視

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
使
用
者
パ
ネ
リ
ス
ト

は
、
使
用
者
と
企
業
の
圧
倒
的
多
数
が
、
長

期
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
功
は
労
働
者
と
の
対

話
と
、
公
正
な
賃
金
や
労
働
条
件
に
よ
る
こ

と
に
気
づ
い
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
権

利
の
普
遍
性
は
重
要
な
原
則
で
あ
る
が
、
い

く
つ
か
の
前
提
条
件
が
満
た
さ
れ
な
か
っ
た

場
合
は
、
そ
れ
ら
を
確
保
す
る
こ
と
は
難
し

く
な
る
と
す
る
。
安
定
し
た
政
治
環
境
と
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が
確
保
さ
れ
た
法
的
環
境

が
あ
り
、
強
い
経
済
が
あ
っ
て
、
そ
の
な
か

か
ら
持
続
可
能
で
収
益
性
の
高
い
企
業
経
営

が
実
現
で
き
る
。

　

社
会
対
話
は
雇
用
主
と
労
働
者
の
最
も
少

な
い
レ
ベ
ル
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
で
足
り
る
。

た
だ
し
普
遍
的
な
権
利
は
、
場
合
に
よ
っ
て

は
非
常
に
多
様
な
地
域
の
状
況
に
適
合
さ
せ

る
た
め
に
、
同
じ
結
果
を
生
む
こ
と
が
で
き

な
い
。
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
お
い
て
、

多
く
の
条
約
批
准
が
必
要
な
こ
と
は
認
識
し

つ
つ
も
、
条
約
批
准
と
実
際
の
権
利
の
行
使

の
間
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
が
遠
ざ
か
る
こ
と
に
つ

い
て
警
告
し
た
。

　
反
組
合
的
差
別
が
横
行
す
る
国
も

　

パ
キ
ス
タ
ン
の
労
働
側
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、

Ｉ
Ｌ
Ｏ
基
本
条
約
の
批
准
に
つ
い
て
、
ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
は
そ
れ
を
達
成
す
る
に
は
程

遠
く
、
失
望
し
て
い
る
と
語
っ
た
。
団
結
権

や
団
体
交
渉
権
の
尊
重
の
欠
如
は
、
非
常
に

少
な
い
条
約
准
批
率
に
示
さ
れ
て
い
る
。
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
フ
ィ
ジ
ー
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
の
国
々
の
労
働
者
は
反
組

合
差
別
の
直
接
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
さ
れ
、
い

く
つ
か
の
ケ
ー
ス
で
は
組
合
活
動
家
が
殺
さ

れ
て
い
る
。

　

公
務
員
の
多
く
は
団
体
交
渉
か
ら
除
外
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
国
内
の
労
働
者
や
イ
ン
フ

ォ
ー
マ
ル
経
済
の
労
働
者
は
、
多
く
の
場
合
、

労
働
組
合
権
を
拒
否
さ
れ
て
い
る
。
最
低
賃

金
は
低
熟
練
労
働
者
の
低
い
生
活
水
準
を
後

押
し
し
、
熟
練
労
働
者
の
賃
金
も
貧
困
レ
ベ

ル
ま
で
押
し
下
げ
る
こ
と
が
頻
繁
に
見
ら
れ

る
。

　

地
域
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
お
よ
そ
五
・
三
％
は
、

医
療
や
社
会
保
障
に
費
や
さ
れ
た
が
、
社
会

的
排
除
を
防
ぐ
た
め
に
は
低
す
ぎ
る
。
女
性

は
地
域
の
労
働
力
の
半
分
を
占
め
、
不
平
等

な
賃
金
で
一
時
的
な
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
労
働

に
押
し
込
ま
れ
て
い
る
。
出
稼
ぎ
労
働
者
は
、

職
業
紹
介
会
社
に
よ
る
奴
隷
的
労
働
の
犠
牲

に
な
ら
な
い
よ
う
な
保
護
と
し
て
、
し
っ
か

り
と
し
た
多
国
間
の
枠
組
み
を
必
要
と
す
る
。

下
請
け
は
抑
制
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

特
に
鉱
業
、
建
設
の
下
請
け
部
門
で
、
多
く

の
死
亡
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、
こ
う
し
た

下
請
け
は
抑
制
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
働
く
貧
困
層
の
七
割
超
が
同
地
域
に

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
の
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
は
、
世
界
の
働
く
貧
困

層
の
七
三
％
を
占
め
て
い
る
と
指
摘
し
た
。

こ
の
地
域
に
は
、
社
会
平
等
と
経
済
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
の
一
致
が
必
要
で
あ
る
。
社
会
対

話
は
、
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
や
国
際
労

働
基
準
の
実
現
を
達
成
す
る
た
め
に
不
可
欠

で
あ
る
。

　

Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
創
設
メ
ン
バ
ー
と
し
て
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
は
、
地
域
の
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ

ー
ク
を
拡
張
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
連
な
り

Ｉ
Ｌ
Ｏ
と
提
携
し
た
。
こ
の
中
で
社
会
対
話

を
推
進
し
、
太
平
洋
地
域
の
労
働
統
治
と
移

民
の
国
際
労
働
基
準
の
遵
守
を
向
上
さ
せ
、

一
方
で
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ジ
ョ
ブ
ズ
・
パ
ク
ト

（
仕
事
に
関
す
る
世
界
協
定
）
の
フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
促
進
す
る
た
め
に
、
一
五
万
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
ド
ル
（
Ａ
Ｕ
Ｄ
）
を
拠
出
し
た
。

　

Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
ベ
タ
ー
・
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
労
働
者
に
権
限
移
譲
す
る
こ
と
に
よ

り
、
職
場
の
生
産
性
と
競
争
力
を
強
化
す
る

例
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
二
年
前
に
適
用

さ
れ
た
フ
ェ
ア
・
ワ
ー
ク
法
は
、
効
率
的
で

生
産
性
が
高
く
、
競
争
力
の
向
上
を
求
め
る

企
業
を
意
識
し
な
が
ら
、
協
力
的
な
労
使
関

係
と
労
働
に
お
け
る
基
本
的
原
則
及
び
権
利

の
保
護
の
強
化
に
向
け
て
、
新
た
な
時
代
を

切
り
開
い
た
。

　
中
国
も
三
者
構
成
主
義
に
ウ
エ
ー
ト

　

中
国
か
ら
の
リ
ソ
ー
ス
・
パ
ー
ソ
ン
は
、

中
国
の
労
働
関
係
は
労
働
市
場
の
圧
力
に
対
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応
し
て
、
行
政
管
理
的
シ
ス
テ
ム
か
ら
実
用

的
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
過
去
数
十

年
、
豊
富
な
労
働
力
が
供
給
さ
れ
た
も
の
の
、

資
本
は
強
い
が
弱
い
労
働
を
つ
く
っ
た
。
全

体
的
に
賃
金
格
差
が
拡
大
し
、
と
く
に
農
村

か
ら
の
出
稼
ぎ
労
働
者
に
悪
い
影
響
を
与
え

る
な
か
、
同
時
に
非
公
共
部
門
の
労
働
争
議

が
増
加
し
た
。
労
働
者
が
そ
の
権
利
を
よ
り

意
識
す
る
よ
う
に
な
り
、
集
団
的
労
働
紛
争

も
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

　

中
国
政
府
は
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
、

団
体
交
渉
と
企
業
内
で
の
調
和
の
と
れ
た
労

使
関
係
に
注
目
し
て
、
バ
ラ
ン
ス
あ
る
経
済

成
長
を
め
ざ
し
始
め
た
。
雇
用
促
進
、
雇
用

契
約
、
労
働
争
議
の
調
停
、
仲
裁
、
お
よ
び

社
会
保
険
に
関
す
る
新
し
い
法
律
を
適
用
し

て
き
た
。

　

経
済
危
機
が
到
来
し
た
と
き
、
二
〇
〇
九

年
に
は
年
率
八
・
七
％
の
成
長
を
確
保
し
、

二
〇
万
人
の
新
規
雇
用
と
六
〇
〇
〇
万
の
既

存
の
雇
用
確
保
を
含
む
経
済
刺
激
策
パ
ッ
ケ

ー
ジ
を
作
成
し
た
。
最
近
、
中
華
全
国
総
工

会
は
、
そ
れ
自
体
で
労
働
者
を
組
織
し
、
企

業
レ
ベ
ル
で
団
体
交
渉
を
実
施
す
る
た
め
の

野
心
的
な
目
標
を
設
定
し
た
。
中
国
の
伝
統

は
調
和
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
三
者

構
成
主
義
は
、
労
働
世
界
の
調
和
の
た
め
に

不
可
欠
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
〈
フ
ロ
ア
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〉

　

会
場
か
ら
は
、
雇
用
者
の
権
利
（
例
え
ば
、

抗
議
行
動
と
し
て
労
働
者
が
工
場
に
火
を
放

っ
て
も
起
訴
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
な
ど
）、

外
部
委
託
（
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
）
と
下
請

け
に
対
す
る
労
働
者
の
保
護
、
移
民
労
働
者

お
よ
び
国
内
の
労
働
者
の
保
護
、
社
会
対
話

へ
の
投
資
と
予
算
削
減
圧
力
が
か
か
る
政
府

の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
に
つ
い
て
、
ま
た
、
批

准
さ
れ
た
国
際
基
準
と
国
内
法
令
は
相
対
的

に
ど
ち
ら
が
重
要
な
の
か
な
ど
に
つ
い
て
、

質
問
が
出
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
モ
デ
レ
ー
タ
ー
は
議
論
か
ら
二
つ

の
質
問
を
提
起
し
た
。
二
〇
一
五
年
ま
で
に

基
本
的
な
条
約
の
普
遍
的
な
批
准
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
と
す
る
の
は
間
違
っ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
安
定
し
た
雇
用

関
係
な
し
に
は
、
労
働
者
の
権
利
の
尊
重
を

可
能
に
す
る
環
境
は
整
わ
な
い
の
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
の
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
社

会
的
な
対
話
は
紋
切
り
型
の
解
決
で
は
な
い

も
の
を
導
き
出
す
こ
と
、
ま
た
批
准
し
た
か

ら
と
い
っ
て
、
国
と
し
て
の
主
権
の
放
棄
を

意
味
し
て
い
な
い
と
答
え
た
。
パ
キ
ス
タ
ン

の
労
働
側
パ
ネ
リ
ス
ト
は
雇
用
者
の
権
利
に

つ
い
て
、
労
働
法
か
ら
離
れ
て
、
そ
の
他
の

法
律
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
使
用
者
側
パ
ネ
リ
ス

ト
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
は
い
ま
職
場
に
存
在
し
て
い

る
勤
務
形
態
の
多
様
化
を
認
識
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
強
調
し
た
。
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
形
態
が
存
在
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、

そ
れ
を
「
悪
」
と
し
て
は
い
け
な
い
と
指
摘

し
た
。
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
の
パ

ネ
リ
ス
ト
は
、
収
益
性
の
高
い
企
業
と
強
固

な
労
働
市
場
制
度
が
あ
る
こ
と
は
、
権
利
の

実
現
の
前
提
条
件
が
な
い
と
し
て
も
、
確
か

に
労
働
側
の
取
り
組
み
を
促
進
す
る
と
し
た
。

　

中
国
の
リ
ソ
ー
ス
・
パ
ー
ソ
ン
は
、
中
国

は
国
際
労
働
基
準
に
よ
り
注
意
を
払
い
、
そ

の
適
用
を
可
能
に
す
る
環
境
づ
く
り
に
コ
ミ

ッ
ト
し
て
い
る
と
語
っ
た
。
ま
た
、
二
〇
一

五
年
ま
で
毎
年
、
最
低
賃
金
を
一
三
％
引
き

上
げ
る
た
め
に
、
過
去
三
〇
年
間
、
低
賃
金

労
働
者
が
経
済
発
展
の
恩
恵
に
浴
し
て
こ
な

か
っ
た
事
実
を
修
正
し
て
、
政
府
が
雇
用
創

出
、
社
会
保
険
負
担
お
よ
び
能
力
開
発
の
面

で
、
財
政
的
支
援
を
盛
り
込
ん
だ
計
画
を
立

て
て
い
る
と
報
告
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
労
働
側
代
表
は
、
条

約
批
准
に
関
係
な
く
Ｉ
Ｌ
Ｏ
憲
章
に
基
づ
く

基
本
原
則
を
実
現
す
る
こ
と
を
同
国
の
労
働

側
グ
ル
ー
プ
は
明
確
に
し
て
い
る
と
発
言
し

た
。
基
本
的
な
基
準
は
最
低
基
準
で
あ
り
、

任
意
で
は
な
い
。
労
働
は
商
品
で
は
な
く
、

経
済
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と

る
必
要
は
な
い
と
も
語
っ
た
。
同
国
の
使
用

者
側
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
低
賃
金
に
向
か
う
こ

の
地
域
を
非
難
し
、
基
本
的
人
権
と
デ
ィ
ー

セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
は
自
壊
か
ら
の
離
脱
を
可

能
に
す
る
と
提
起
し
た
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
の
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
下

請
け
を
管
理
す
る
た
め
の
行
動
基
準
が
三
者

間
で
開
発
さ
れ
た
と
報
告
し
た
。
適
法
な
手

続
き
の
な
い
雇
用
終
了
を
禁
止
し
、
安
全
な

労
働
、
労
働
組
合
権
な
ど
の
保
護
を
回
避
す

る
た
め
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
に
は
頼
る
べ

き
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
は
三
者
間
の
行
動
基
準
に
従
っ
て
モ
ニ

タ
ー
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
特
定
の
移
民
労
働
者
に
関
す
る
法

規
制
に
抜
け
穴
が
あ
る
こ
と
を
認
め
、
政
府

は
こ
う
し
た
こ
と
が
起
き
な
い
よ
う
に
受
入

国
と
の
二
国
間
協
定
や
地
域
協
定
を
追
求
し

て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。

　

バ
ー
レ
ー
ン
か
ら
の
労
働
者
代
表
は
、
ア

ラ
ブ
世
界
と
バ
ー
レ
ー
ン
の
最
近
の
経
験
は
、

民
主
主
義
と
良
い
政
治
が
欠
け
て
お
り
、
労

働
者
が
正
当
な
組
合
活
動
の
た
め
に
解
雇
さ

れ
る
国
々
で
は
批
准
に
遅
れ
が
生
じ
て
い
る

こ
と
を
示
し
た
。

　

モ
デ
レ
ー
タ
ー
は
最
後
に
、
す
べ
て
の
パ

ネ
リ
ス
ト
が
基
本
的
な
基
準
は
普
遍
的
で
あ

り
、
そ
の
批
准
と
適
用
の
両
方
を
追
求
す
る

こ
と
は
Ｉ
Ｌ
Ｏ
に
と
っ
て
必
然
的
な
目
的
で

あ
る
こ
と
に
合
意
し
た
と
結
論
づ
け
た
。
各

国
が
置
か
れ
て
い
る
コ
ン
テ
キ
ス
ト
と
キ
ャ

パ
シ
テ
ィ
ー
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
そ

れ
を
許
容
で
き
る
環
境
が
必
須
条
件
と
し
て

重
要
で
、
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
を
構
築
す
る
の

は
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
役
割
で
あ
る
と
し
た
。

　

下
請
け
は
正
当
な
商
習
慣
だ
が
、
い
く
つ

か
の
案
件
で
は
基
本
的
権
利
を
含
む
労
働
者

の
権
利
行
使
を
回
避
す
る
試
み
で
あ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。

　

Ｉ
Ｌ
Ｏ
は
各
機
能
を
組
み
合
わ
せ
る
努
力

を
通
じ
て
、
今
の
状
況
に
沿
っ
た
形
で
、
基

準
全
体
を
維
持
す
る
義
務
が
あ
る
。
議
論
は
、

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
を
実
現
す
る
際
の

社
会
対
話
の
機
能
を
描
き
だ
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
が
効
果
を
あ
げ
る
た
め
に
は
時
間
、
資

源
、
政
治
的
意
思
と
能
力
と
い
っ
た
も
の
の

投
資
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

（
調
査
・
解
析
部
）


